
和田廃寺出土鴎尾の復原修理

飛鳥藤原宮跡発掘調査部・埋蔵文化財センター

1974年に実施した和田廃寺第1次調査で発見された臨尾について， 復原修理を行った。 3型

式5個体分の邸毘片が出土したが， 今回はこのうち， 残りのよい 1号叫尾を佐原した。

l号邸j尾は頭部下端の左右を欠くなど， 若干の欠損部分があるとはいえ， 全形をうかがうに

は絶好の資料である。紛｜片を除いて55）十にわれて残存し， 破片の総重量は136kgであった。

復原に先立って， 破片にはパインダ ー 17原液を減圧含浸させ， 個々の破片を強化した。接合

にあたっては， 破片を数個づっ接合してブロックをつくり， これを順次組立てた。 接着には強

度とWi'iりのあるエポキシ系接着剤（アラノレ〆イトラピッドタイプ）を使用した。

組立てはヒノキの台板(12Qcm×9Qcm×5cm）上で行い， 台にのせた状態でー運搬・展示できるよう

に配慮した。この台に高さ100cm，径10cmの支柱を取付け， これからさらに枝木を張1:1:lさせた。

これは邸尼の胴部および尾部の荷量を内側から支え， 分散させる目的である。 ブロック状に接

合した破片は， 各々で相当の自重をもち， 組立途中での歪みを防ぐため， 全体を短時間で組上

げることが要求された。 その際， 接合而脳の小さい部分では， ステンレス製針金（径2 rran）を

納・鎚として用いながら補強した。 欠損部の補修には石膏を充虞し， 欠損部分が大きいときに

はステンレス針金を縦績にわたして心とした。 また，fl阿部前端の
．

下に木心をいれて補強するこ

とにした。 この過程に要した接着剤は約6 kg， 石官は約7 kgに達した。

組立がおわったのち， 接合部の目地狸めなと
・

制音flの仕上げを行・い， 石官補修部分に着色を施

し， 復原修理は約2ヶ月をへて完了した。着色顔料は水彩絵具， mt｝， 木灰などである。

つぎに， 復原後の計測簡を記しておく。

総日·；j 127. ?c田 基底部後制服 72cm 悲底部前端籾 48.5cm

頭部向 46.Scm 基 底部長径 74.Scm 量 ：＠： 約15Qkg

復原の完了後， 写真iJ[ljfJ:を行った。 造物の船影に際しては， 投影而をどこに設定するかが問

題になる。 今回は鴎尾頂部にあるへラ画き線と底f獄中心とを結び， これを基準にした。

正而図をみると， 中心線がわずかに逆S字形に脅l泊しているが， 製作時に生じたものかどう

かt土検討を要する。 左側面図において， 復原部分では等高線が規則的に表現され，｛也のrm分と

明確に区別できるのは注芝、をひく。担t�影；および｜到化の仕様はつぎのと：おりである。

1
 

0

3’－
 

N

n

E

ズ

た

7

γ

け

ラ

レ
ー

グ

7

ロ

リノ

ドド・

・ド・

ア

一

メ

ズ

ムr

ォ

一
7

0
レ

ロ

ル

2

テ

P

ィ

l
λ

ラ

仮
尺

機

Mh
n
 

p‘

抗
相

b
L

J

W’一、
，岨
E

T
aE，，

 

カ

乾

写

図

図化省ii尺｜ I : 2 

(f, 高級｜正而 2.5mm, ma而 2mm
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